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連携プロジェクトを進める中で
見えてきたもの、これから可能性

～堺市の取り組み～

堺市立健康福祉プラザ 点字図書館長 原田 敦史

堺市立総合医療センター がん相談支援センター 古谷 緑

堺市立西図書館 岡野 美千子
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点字図書館の立場から

堺市立健康福祉プラザ視覚・聴覚障害者センター

点字図書館長

原田 敦史

この事業に関わって

• 最初に考えていたこと(目的)は・・・

関係者にも視覚障害についてしってもらう

医療情報提供の仕組みを考えたい

見えない・見えにくい人が必要
な支援を医療の人に伝えたい

適切な形での情報提供、配慮
をしてほしい

堺市立健康福祉プラザ（点字図書館）
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この事業をやってよかったこと

• 今まで目を向けていなかった資料、情報提供の形が
見えてきた。

連携して発行する資料の即時点訳・音訳
今まで行っていなかった、
眼疾患の医療情報提供の実施

堺市立健康福祉プラザ（点字図書館）

音声、点字の情報提供から、

直接的な情報提供も

様々な専門家が関わることで

聞いて・見て・触って、わかる情
報発信することが可能に。

さらに!!
医療・図書館と連携して考えることで
今まで不十分だった医療・公共図書
館の現場への「視覚障害」について
の情報発信が可能に。

そうすると、自分たちの情報提供に
偏りがあったことも見えてきた!!

今後は、伝えた情報が活用されているの
か連携チームで確認しながら、より分かり
やすい情報提供の形を検討していく。

堺市立健康福祉プラザ（点字図書館）
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がん診療連携拠点病院
がん相談支援センターの立場から

堺市立総合医療センター

がん相談支援センター

がん看護専門看護師・がん専門相談員

古谷 緑

がんに関する書籍・
パンフレット、
ウィッグなどを自由に
ご覧頂けます。

堺市立総合医療センター
がん患者・家族サロン「なないろ」

がん診療連携拠点病院
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堺市立総合医療センター

がん情報サービス発行の各種がん
のリーフレットなど、根拠が明確で・公
共性が高いものを配架

蔵書している書籍など…

↑患者会会報誌

地下1階 「患者・家族ライブラリー」→

がん診療連携拠点病院

大阪労災病院
がんサロン「陽だまり」

お一人お一人の光を集めて
あったかぁ～い「陽だまり」
ができる場所になるように
思いを込めて

1階
談話コーナーに
設置しています

がん診療連携拠点病院
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本事業に参加して・・・

①医療機関以外の場所で、がんに関する相談窓口

（がん相談支援センターの機能）を周知。

②がん情報の提供を、医療者目線だけでなく、

当事者目線・日常の場所で提供。

③他職種・多施設連携の強化

がんに関すること、視聴覚障がい者支援に関する
ことを、気軽に相談して解決に導く風土ができた。

がん診療連携拠点病院
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公共図書館の立場から

堺市立西図書館

主査

岡野 美千子

健康情報
コーナー

闘病記
コーナー

健康情報に
関するブック

フェア

堺市立西図書館
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保健センターから
のパンフレット、

行事ちらし

堺市立総合医療セン
ター広報誌「ぞうさん
広場」バックナンバー

堺市立西図書館

がんの冊子
１～９ｂｙ

とっかかりとして、
手にとりやすい
がんの本や雑誌

堺市立西図書館
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闘病記棚
リストｂｙ

この事業で作成した
５種がんリーフレット

がん相談支援センター
ご案内カードｂがん研究振興財団が作成した

各種がんのリーフレットｙ

堺市立総合医療センターのがん
相談支援コーナー リーフレット

大阪労災病院
のがん相談支
援コーナー
リーフレット

「ひといき」ご案内

女性特有のがんに関す
る闘病記・ブックリストｂ

堺市立西図書館


